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４

適
用
範
囲
（
第
四
条
関
係
）

こ
の
条
約
は
、
監
護
の
権
利
又
は
接
触
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
る
直
前
に
い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
常
居
所
を
有

し
て
い
た
子
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
条
約
は
、
子

が
一
六
歳
に
達
し
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

５

監
護
の
権
利
及
び
接
触
の
権
利
（
第
五
条
関
係
）

^

「
監
護
の
権
利
」
に
は
、
子
の
監
護
に
関
す
る
権

利
、
特
に
、
子
の
居
所
を
決
定
す
る
権
利
を
含
む
。

_

「
接
触
の
権
利
」
に
は
、
一
定
の
期
間
子
を
そ
の

常
居
所
以
外
の
場
所
に
連
れ
て
行
く
権
利
を
含
む
。

６

中
央
当
局
の
指
定
（
第
六
条
関
係
）

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
よ
り
中
央
当
局
に
対
し
て

課
さ
れ
る
義
務
を
履
行
す
る
た
め
、
中
央
当
局
を
指
定

す
る
。

７

中
央
当
局
の
協
力
の
義
務
（
第
七
条
関
係
）

^

中
央
当
局
は
、
子
の
迅
速
な
返
還
を
確
保
し
、
及

び
こ
の
条
約
の
他
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
相
互

に
協
力
し
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
の
当
局
間
の
協

力
を
促
進
す
る
。

_

特
に
、
中
央
当
局
は
、
直
接
に
又
は
仲
介
者
を
通

じ
て
、
\
子
の
所
在
の
特
定
、
]
子
に
対
す
る
更
な

る
害
悪
の
防
止
、
^
子
の
任
意
の
返
還
又
は
友
好
的

な
解
決
の
促
進
、
_
子
の
社
会
的
背
景
に
関
す
る
情

報
の
交
換
、
`
関
連
法
令
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
情

報
の
提
供
、
a
子
の
返
還
及
び
接
触
の
権
利
の
行
使

の
た
め
の
手
続
の
開
始
に
つ
い
て
の
便
宜
の
供
与
、

b
法
律
に
関
す
る
援
助
及
び
助
言
の
提
供
に
つ
い
て

の
便
宜
の
供
与
、
c
子
の
安
全
な
返
還
の
確
保
等
の

た
め
、
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。

８

子
の
返
還
を
確
保
す
る
た
め
の
援
助
の
申
請
（
第
八

条
関
係
）

監
護
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
子
が
連
れ
去
ら
れ
、
又

は
留
置
さ
れ
た
と
主
張
す
る
個
人
等
は
、
子
の
常
居
所

の
中
央
当
局
又
は
他
の
締
約
国
の
中
央
当
局
に
対
し
、

子
の
返
還
を
確
保
す
る
た
め
の
援
助
の
申
請
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

９

申
請
の
移
送
（
第
九
条
関
係
）

申
請
を
受
領
し
た
中
央
当
局
は
、
子
が
他
の
締
約
国

に
現
に
所
在
す
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
理
由
が
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
申
請
を
当
該
他
の
締
約
国
の
中
央
当
局

に
移
送
し
、
要
請
を
行
っ
た
中
央
当
局
又
は
申
請
者
に

対
し
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

10

子
の
任
意
の
返
還
（
第
一
〇
条
関
係
）

子
が
現
に
所
在
す
る
国
の
中
央
当
局
は
、
子
が
任
意

に
返
還
さ
れ
る
よ
う
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
り
、
又

は
と
ら
せ
る
。

11

子
の
返
還
の
た
め
の
迅
速
な
手
続（
第
一
一
条
関
係
）

^

締
約
国
の
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
は
、
子
の
返

還
の
た
め
の
手
続
を
迅
速
に
行
う
。

_

申
請
者
及
び
要
請
を
受
け
た
国
の
中
央
当
局
は
、

関
係
す
る
司
法
当
局
又
は
行
政
当
局
が
手
続
の
開
始

の
日
か
ら
六
週
間
以
内
に
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
は
、
遅
延
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

〔
条

約
〕

〇
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に

関
す
る
条
約
（
二
）

L

〇
投
資
の
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
日
本
国

と
イ
ラ
ク
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
三
）

J
K

〔
省

令
〕

〇
一
般
ガ
ス
事
業
供
給
約
款
料
金
算
定
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
経
済
産
業
三
）

K
N

〔
告

示
〕

〇
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に

関
す
る
条
約
の
日
本
国
に
よ
る
受
諾
に
関

す
る
件
（
外
務
三
三
）

L
I

〇
投
資
の
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
日
本
国

と
イ
ラ
ク
共
和
国
と
の
間
の
協
定
の
効
力

発
生
に
関
す
る
件
（
同
三
四
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

L
I

特
殊
法
人
等

型
式
部
材
等
製
造
者
の
認
証
、
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
工
事
完
了
関
係

Q
M

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

Q
N

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

R
I

◇
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約

（
条
約
第
二
号
）（
外
務
省
）

こ
の
条
約
は
、
監
護
の
権
利
の
侵
害
を
伴
う
国
境
を
越

え
た
子
の
連
れ
去
り
等
が
生
じ
た
場
合
に
原
則
と
し
て
常

居
所
を
有
し
て
い
た
国
に
子
を
迅
速
に
返
還
す
る
た
め
の

国
際
協
力
の
仕
組
み
、
国
境
を
越
え
た
親
子
の
接
触
の
実

現
の
た
め
の
協
力
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

目
的
（
第
一
条
関
係
）

こ
の
条
約
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
不
法
に
連
れ

去
ら
れ
、
又
は
い
ず
れ
か
の
締
約
国
に
お
い
て
不
法
に

留
置
さ
れ
て
い
る
子
の
迅
速
な
返
還
を
確
保
す
る
こ
と

並
び
に
一
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
く
監
護
の
権
利
及

び
接
触
の
権
利
が
他
の
締
約
国
に
お
い
て
効
果
的
に
尊

重
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２

締
約
国
の
義
務
（
第
二
条
関
係
）

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
目
的
の
実
現
を
確
保
す
る

た
め
、
全
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。
こ
の
た
め
、
締

約
国
は
、
利
用
可
能
な
手
続
の
う
ち
最
も
迅
速
な
も
の

を
用
い
る
。

３

子
の
不
法
な
連
れ
去
り
及
び
留
置
（
第
三
条
関
係
）

子
の
連
れ
去
り
又
は
留
置
は
、
次
の
^

及
び
_

に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
不
法
と
す
る
。

^

連
れ
去
り
又
は
留
置
の
直
前
に
子
が
常
居
所
を
有

し
て
い
た
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
個
人
等
が
共
同
又

は
単
独
で
有
す
る
監
護
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
こ

と
。

_

連
れ
去
り
若
し
く
は
留
置
の
時
に
^

の
監
護
の
権

利
が
現
実
に
行
使
さ
れ
て
い
た
こ
と
又
は
連
れ
去
り

若
し
く
は
留
置
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
当
該
権
利
が
現

実
に
行
使
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。

˜
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